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大 会 要 項

1 主    催    近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

2 後    援    B和 歌山県教育委員会 口 大阪府教育委員会  ・ 京都府教育委員会
・滋賀県教育委員会  ・ 奈良県教育委員会  ・ 兵庫県教育委員会
・和歌山市教育委員会

3 協    賛    関 東 ・東海 ・近畿三地区公立中学校修学旅行連合委員会

4 研 究テーマ   「 修学旅行における学びの創造」

5 日    時    平 成 17年 11月 18日 (金)

受付 午 後 12時 30分    開 会 午 後 1時     閉 会 午 後4時

6 会    場    和 歌山県和歌山市  「和歌山ビッグ愛」 lF 大 ホール

(JR阪和線 和 歌山駅下車 バ ス約 5分 )

和歌山市手平2丁 目1-2   碓 L 073-435-5200

7 日    程

13:00 (1)開 会挨拶
B近畿地区公立中学校修学旅行委員会会長  橋 本 常 年

(和歌山県野上町立野上中学校長)
・財団法人 全 国修学旅行研究協会理事長  中 西  朗

(2)来 賓祝辞

和歌山県教育庁学校教育局小中学校課 課 長 西 原 孝 幸

(3)研 究発表

① 奈 良県桜井市立桜井東中学校  教 諭 岸 田 哲 弥

「関東への修学旅行」
一 総 合的な学習 (進路 ・環境 ・歴史)を 深める 一

② 和 歌山県みなべ町立上南部中学校 教 諭 野 田 明

「北海道への修学旅行」
一 地 域の特産物 ・南高梅のPR活動の取り組み 一

(4)研 究協議

司会者 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会 副 会長

(大阪府太子町立中学校) 校 長 勝 良 憲 治

(5)講  評

和歌山県教育庁学校教育局小中学校課

指導主事 熊 代 秀 至

(6)閉 会挨拶

近畿地区公立中学校修学旅行委員会 副 会長

(京都府亀岡市立南桑中学校)校 長 森 永 正 幸
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修学旅行研究大会の開催にあたつて

近畿地区公立中学校修学旅行委員会

会  長 橋 戸 常 年

(和歌山県野上町立野上中学校長)

第 20回 近畿地区中学校修学旅行研究大会を和歌山市において開催する事に

なりました。昨年度までの 3年 間のテーマは、「みんなで創ろう21世 紀の修

学旅行」でしたが、今年度は 「修学旅行における 『学び』の創造」が大会主題

です。これまでの研究成果をふまえ、さらに修学旅行に寄せる思いを焦点化さ

せ、修学旅行に多くの学習効果を期待する熱意がこのテーマには込められてい

ます。

修学旅行の中に 『学び』を創 り出そうという営みは、いつの時代にも試みら

れてきたことであり、同時に私たちが宿命的に背負わされてきた課題でもあり

ます。本 日研究発表 してくださいます奈良県桜井東中学校ならびに和歌山県上

南部中学校は、ともに総合的な学習としてそれぞれの学習のねらいをもつて修

学旅行を位置づけ、学習の成果を達成 しようと実践されたご発表であり、多く

の示唆を与えていただけるものと期待するところです。

昨今の子ども達の言動に振 りまわされがちな私たち大人ですが、それらの事

件が起きるたびに、自然体験をはじめとするさまざまな体験不足や、他者に対

する関わり方の未熟さ等が指摘されてきました。私たちは、修学旅行というご

く限られた時間内に、これ らすべてを補いきれないにしても、多くの成果を期

待 して、修学旅行に取り組んでいることは確かな事実です。そして修学旅行前

とそれ以後とでは学級の雰囲気が大きく変化 し、生徒
一人ひとりが急にたくま

しく成長 したように感 じられことがあります。さらに教師と生徒個人との距離

が急に縮まったように感 じられ、その後の生徒指導等に大いに役立ったという

経験は誰もが持っています。

修学旅行は子ども達にとつて中学校生活で最大のイベン トであり、生涯の思

い出になる学校行事のひとつです。見知らぬところでの未知なる体験には、不

安とともに求めたい何かが得 られるであろうという、大いなる期待があります。

事前学習は勿論、旅行中の体験すべてが学習であり、将来への糧になるものば

かりであると考えます。私たちはこのような生徒の思いに添いながら修学旅行

を実践していかなければなりません。

本 国の研究発表校の実践を含め、ご参会の皆様方相互の情報交換が、今後の

修学旅行のあり方を追求する先陣となれることをご祈念申し上げ挨拶といたし

ます。
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修学旅行研究大会の開催にあたって

財団法人 全 国修学旅行研究協会

理事長 中   西    朗

各方面のご支援を受け,こ こに、第 20回 近畿地区中学校修学旅行研究大会

が開催されますことは、誠に意義深いものがあります。この開催にあたり、近

畿地区公立中学校修学旅行委員会のご尽力はもとより、近畿各府県教育委員会、

和歌山市教育委員会のお力添えに心から御礼申し上げます。

私たちにとって「旅」とはどのような意味合いがあるのでしょうか。

人間として生まれて,家 庭という世界での生活が始まります。小学校に行く

ようになると,新 たな学校という世界が出現 し、そこに一つの人生の転換期が

訪れるのです。中学校入学も大きな転換期といえましょう。このように,人 間

の一生を通して,自分を取り巻く世界が拡大していきます。まさに,そ れが「旅」

なのでしょう。ですから,こ れから広がる世界への期待や憧れが生まれるので

す。

しかし同時に,多 くの混乱や危険が伴い、その困難を自分なりに乗 り越える

ことによって人間的な成長が図られます。『かわいい子には旅をさせよ』という

のは,「異なった生活を通して世間の実情を認識させる」という人間的成長を期

待 した言葉でしょう。修学旅行も,こ の一環です。見聞,体 験,交友など,新 し

い発見を通して、学校生活の大きな思い出となるのでしょう。

先生方には,このような子ども一人一人の世界の広がりを,見守っていくこと

が責務となります。その時起きるであろうリスクを最小限に食い止めて、健全

な成長が図られるよう支援 しなければなりません。同様に,修学旅行においても

学習の充実や生活の安全を確保 しなければなりません。

特に,最近、旅行中の食物アレルギーヘの対応が求められています。その種類

も年々増加 し、様々なものがあります。卵,牛乳,小麦,そば,落花生等々、食物

そのものはもちろんですが,加工品のチェックも必要です。その対応には,子ど

も一人一人の細かな情報もしつかりと把握 しておかなければなりません し,緊

急時の対応マニュアルの作成が欠かせません。

今回の研究発表は、新 しい視点からの修学旅行の実践です。総合的な学びと

して 「人間としての生き方」を求める修学旅行,そ して、我が故郷のすばらし

さを携えての修学旅行です。この実践は、私どもに多くの示唆を与えてくれる

ことでしょう。ご努力に敬意と感謝を申し上げます。
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研 究 発 表

「関東への修学旅行」

一 総 合的な学習 (進路 ・環境 口歴史)を 深める 一

奈良県桜井市立桜井東中学校

教諭  岸 田 哲 弥

はじめに

修学旅行 目 的地の変更

関東方面への修学旅行

成果と課題
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関東への修学旅行
～総合的な学習 (進路 B環 境 口歴史)を 深める～

桜井市立桜井東中学校

教諭   岸 田 哲 弥

1 は じめに

(1)本 校および地域の概要

桜井市は奈良盆地の南東部に位置 し、市域の北から西にかけては奈良盆地、南

から東にかけては山間部 (吉野山地の北縁、大和高原の南西縁)に またがってい

る。本市は、 2005年 現在で人口約 6万 3千 人であり、そ うめんや製材業で知

られる一地方都市である。

桜井市はそのむか し大和王権がおかれた地にあた り、三輪山のふもとに大神神

社、卑弥呼の墓に比定される箸墓古墳、仏教伝来の朝鮮使節が上陸したとされる

初瀬川など、古くからの歴史を伝える歴史的遺産が豊富な場所である。

現在、市内の中学校は本校を含め 4校 あるが、

本校の校区は桜井市の東部に位置 し、大部分が

山間部に属 し、万葉の昔、歌によく詠まれた初

瀬川が出間部から奈良盆地に流れ込むまでの範

囲である。すなわち、奈良盆地の南東の端から

東へのびる初瀬谷と、その北 と南の急峻な出地

をふくむ範囲であり、初瀬谷が深い渓谷を刻み

だすあたりには奈良時代に建立された長谷寺が

あり、今も多くの参詣者が訪れる。

本校生徒は、概 して素直 ・温厚で、授業にはまじめに取 り組み、おおむね落ち

着いた学校生活を送つてお り、近年、問題行動は少ない。校区が比較的広いこと

から、バスや電車で通学 している生徒が 6割 強におよぶ。 40年 前の開校以来、

1学 年 3学 級であったが、近鉄沿線に住宅地ができたことから 1学 年 4～ 5学 級

の規模に拡大 した。 し か し、少子化傾向により、数年前から 1学 年 3学 級、本年

度の 1年 生は 2学 級 とな り、数年後には全学年 2学 級の小規模な学校になる見込

みである。
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[表 1]生 徒数の変遷

年 度 9 6 9 7 9 8 9 9 0 0 0 1 0 2 0 3 0 4 0 5

男 子 2 0 4 1 9 6 1 7 9 1 3 7 1 2 9 1 2 7 1 2 1 1 1 9 1 2 4 1 2 6

女 子 1 9 2 1 8 6 1 7 2 1 6 0 1 7 6 1 7 4 1 5 3 1 2 9 1 0 9 1 0 8

上
― 3 9 6 382 3 5 1 2 9 7 3 0 5 3 0 1 2 7 4 2 4 8 2 3 3 2 3 4

学級数 1 3 1 2 9 9 9 8 8 8 8

(注)学 級数には、障害児学級をふ くまない。

[表 2]平 成 17年 度生徒数

1   年 2  年 3  年 合  計

男  子 3 0 4 9 4 7 1 2 6

女  子 3 3 3 7 3 8 1 0 8

計 6 3 8 6 8 5 2 3 4

学級数 2 3 3 8 (2)

(注)学 級数の ( )は 、別に障害児学級。

(2)学 校経営方針

【本校教育の目標】

日本国憲法・教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき、

県 ・市の教育方針を根幹として、時代の進展をみつめ、人権尊重の精神に徹 し、

21世 紀をたくましく生きぬき、民主社会の発展と文化の創造に努める人間の育

成を目指す教育を推進する。このため、校区の地域性並びに本校生徒の特性 ・実

態をふまえ、次の具体的目標をかかげる。

【具体的目標】

① 自 主 ・自立の精神に富み、創造性豊かで、確かな学力を備えた人間を育成

する。

② 健 康で忍耐力のある人間を育てる。

③ 人 権を尊重し民主的な社会の建設に役立つ人間を育成する。
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《目指す子ども像》 ←  生 徒にも目標 として示 している。

① 人 の痛みが分かる人間

① と なりの子を大切にできる人間

① 基 本的なことがきちんとできる人間

① 自 分をみつめることができる人間

○  「 共に生きている。共に生きていく

人間。

【具体的目標に即

①について

②について

③について

【本校の特徴的な取り組み】

● 節の日とは   →

● 本 年度の取組   →

人権に関する 「節の 日」

①以前、狭山集団登校 として行っていた。

① 10数 年前から生徒会主催の 「節の日」。

① 自らの生活の中に差別につながるものの見方や

考え方をしていないかを見つめるきつかけの 日。

①竹は節があることによって大きくしなやかに生

長するように、自らの成長のため、学校生活の節々

に、生活や行動を点検 し、改善するための自主的

な取 り組み。

○劇 「これな ・・・、おばあちゃんの匂いやもん。」

部落問題学習のなかでの生徒のつぶやきと、ある

教師の被差別体験を織 り交ぜたス トー リー。

生徒の自主的参加による配役 と諸係 り。

ためにどうするか。」を考えられる

した本年度の研究課題】

○個に応 じたきめ細かな授業により、自己学習力 (思考力 ・

判断力 ・表現力)を 養い、基礎学力を充実させる。

①自発的 ・自主的な体育的活動をすすめ、健康でたくましい

心身を育てる。

○体験的学習を通 して思いや りの心を醸成 し、差別を見抜き、

ただす力を育成する。

①学校生活上の課題を全員で共有 し、解決する姿勢を培 う。
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2 修学旅行 目 的地の変更

(1)ス キーから関東ヘ

・20年 以上、長野県ヘスキー体験学習の修学旅行が続いていた。

・市内他校では関東方面が主流。 (年によっては九州方面)

。昨年度から関東方面に変更。

(2)ス キー修学旅行

①  目 的

。日ごろ、体験できないような大自然の中でのスキー実習を通 して、スキー

技術 とそのマナーの習得、体力の向上、的確な判断力の育成を図る。

・集団生活を通 して、規律 ・自主性の大切 さ、健康管理について学び、仲間

として協力 し合 う態度を養 う。

② 行 き先  長 野県北部のスキー場

③ 時 期   年 によつて多少ちが うが、 1月 下旬か ら 2月 上旬の間で実施。

④ お もな日程

・1日 目  早 朝にバスで出発、 3時 頃到着。

装具を合わせ、雪上歩行練習。夜、学年集会など。

・2日 目  終 日、スキー実習 (9～ 11:30、  13～ 16時 )。

夜、学年集会など。

・3日 目  終 日、スキー実習 (9～ 11:30、  13～ 16時 )。

夜、バスで帰路につく。

・4日 目  早 朝、学校に到着。

④ ス キー体験のようす <感 想文>

○ ぼ くはスキーをするのは初めてで した。だから、たつた三 日間でスキーができ

るようになるのか心配でした。でも、指導員の方が親切に教えてくれて、だんだん

滑れるようになり、スキーの楽 しさが分かるようにな りました。ホテルでも友達と

楽 しくゆっくり過ごせて、もつといたいと思いました。

① 修 学旅行に行 く前に体調を崩 して風邪を引いて しまいました。向こうでスキー

ができるのか心配でしたが、中学生活で 1回 きりの修学旅行なので絶対行きたいと

思っていました。二 日目の午前中までホテルで寝ていましたが、その間、何人もの

友達が私のようすを見に来てくれて、嬉 しく思いました。午後からスキーに参加 し

てからも気遣ってくれ、気分もだんだんよくなり、楽 しくスキーができました。風

邪を引いてしまった修学旅行でしたが、そ うだったからこそ友達の大切 さも感 じた

旅行で した。
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⑤ 参 加者数について

・風邪やインフルエンザ流行の影響による不参加者や宿舎待機する生徒。

※ 01年 度  欠 席者欄の ( )内 の数字は、途中で帰宅 した生徒。通院 8回 。

※ 02年 度  宿 舎から通院も。途中帰宅者なし。

※ ほ とんどの年度で、参加直前まで体調不良の生徒 ・欠席者が続 く。

※ 宿 舎待機者には、スキー場近くの観光地を見学するなどの代替措置を用意。

※ 本 来、 10日 (月)を 振休にするはずだつたが、 3日 (月)の 時点で欠席者が

多かったため、10日 (月)の 振休を 4日 (火)に 設定 した。旅行後の 10日 (月)

の欠席者 (出席停止ふくむ)は 、なお 23名 に及んだ。

[資料 3] 2002(H14)年 度までの参加者

年度 (平成) 9 7 ( 9 ) 9 8 ( 1 0 ) 9 9 ( 1 1 ) 0 0 ( 1 2 ) 0 1 ( 1 3 ) 0 2 ( 1 4 )

目 的 地 長 野 〃

生 徒 数 1 4 3 1 0 3 1 0 5 8 9 1 1 1 1 0 1

欠 席 者 2 3 0 (2)

参 加 者 1 4 2 1 0 1 1 0 2 8 9 1 1 1 9 0

内見学者 3 2 0 5 6

[資料 4] 1999(Hll)年 度の欠席者数  生 徒数 105名

修学旅行前 修学旅行中

日 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 2

日程 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

欠席

者数

1 6

名

20

名

学年

臨時休業

1 5

名

7名

1組 臨

時休 業

3名 3名 3名 3名

※ 旅 行後の 2月 5日 に、
一クラスで臨時休業。

[資料 5] 2002(H14)年 度の欠席者数  生 徒数 101名

修学旅行前 修学旅行中

日 3 4 5 6 7 8

R程 月 火 水 木 金 土

欠席者数 16名 振 休 1 1名 1 1名 1 1名 1 1名
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[資料 6]年 別インフルエンザ罹患者数  <読 売新聞 03年 2月 8日 付か ら>

インフルエンザの流行の動向

(最近6年間と、その前の大流行の94/95年)

ン tさ群盟iン 態盛韻ン 灘鋼錨織撤鱗鱗

(3)目 的地の変更  一 変更決定までの経緯と理由一

2002(H14)年 度 >  ス キー修学旅行を実施

・11月 に 1年 生の修学旅行先を例年 どお り 「長野」と決定する。

・第 2学 年が 2月 上旬にスキー修学旅行を実施する。

・旅行での欠席者が多かったことなどから、旅行終了後に学校長が、全員が参

加 ・体験できる修学旅行を実現できるように、スキー修学旅行をやめ、目的

地変更の方針を示す。

・2月 の職員会議でこれについて話 し合 う。次は議案に対する主な意見。

。「スキー」側  : ス キー体験学習での充実感は捨てがたい。

。「変 更 」側  : 全 員参加が修学旅行の基本である。

・校長が来年度 4月 の PTA総 会で了解を得るため、早急に関東方面の旅行案

を提示するように担当学年に指示する。

・3月 上旬、旅行案を提示する。

０

　

　

　

０

　

　

　

０

　

　

　

０

５

４

３

２

定
点
あ
た
り
の
患
者
数

< 2 ３０

　

月

　

月

０

　

４

　

７

(H15)年 度 >    修 学旅行は実施せず。

PTA総 会で校長が目的地変更を提案 し、了解を得る。

第 2学 年教師 4名 が東京方面へ下見。
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<2004(H16)年 度 >

・5月  関 東方面 (富士山 ・河 口湖 ・東京 ・TDL)へ 修学旅行。

<2005(H17)年 度 >

・5月  関 東方面 (鎌倉 ・横浜 ・東京 ・TDL)へ 修学旅行。

[資料 7] 2004(H16)年 度以降の参加者

年度 (平成) 0 3 ( 1 5 ) 0 4 ( 1 6 ) 0 5 ( 1 7 ) 0 6 ( 1 8 ) 0 7 ( 1 9 )

目 的 地 関東 関東 関 東 未 定

生 徒 数 6 2 8 5 8 6 6 3

欠 席 者

参 加 者 6 1 8 4

内見学者 0 0

(4)関 東方面への修学旅行   2年 が経過 して

[資料 8]ス キー修学旅行 と関東方面修学旅行の比較

スキー修学旅行 関東方面修学旅行

費用 約 56, 000円 (H14年 度 ) 約 59, 000円 (H17年 度)

長 所

・一カ所 に とどま り、十分 に時間を

とって体験学習を行 うことができ

る。

・体験学習 を通 して技術が向上 し、

充実感、達成感 を味わえる。

全員が参加 口体験できる。

けがや病気が発生する可能性が低

くなる。

見学地の選定によつては、 日ごろ

の学習 を発展 させ ることがで き

る。

短 所

・風邪、インフルエンザ等の流行時

期 と重な り、欠席者や宿舎待機者

などが多い。

・欠席者が多い場合、参加者の費用

負担が増える。 (スキー講習代等)

移動時間が長 く、 じつ くりと体験

学習ができに くい。
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3 関東方面への修学旅行

(1)本 年度第 3学 年の取 り組み ・・・総合的な学習と修学旅行

①  目 的地変更を受けて (H15年 度 第 1学 年)

。目的地変更の最終決定 (PTA総 会で了解)は 、第 1学 年の 4月 。

・修学旅行には、日ごろの学習を何 らかの方法で結びつけて実施 しようと、

学年で 4月 段階に話 し合 う。

・3年 間を見通 したおおまかな計画を立てる。

・しかし、「総合学習のこれを修学旅行に結びつけよう」とい うことまでには

至らない。

② 実 施までの取 り組み  ― 「総合的な学習の時間」の計画 ・実施―

本校 の 「総合 的な学習」 (東中 タイム )の ね らい

・自己学習力を高める。

・主体的、創造的に取 り組み、自らの生き方について考える。

↓

学校全体の計画

・2003(H15)年 度  人 権+学 年裁量

・2004(H16)年 度  人 権十学年裁量十情報

。2005(H17)年 度  人 権十学年裁量

↓

本 年度第 3学 年の三年間のね らい →  次 ページ

・進  路  : 将 来の進路をみすえ、職業や働 くことに

ついての正 しい知識 と認識を培 う。

・基礎学力  : 調 べ、まとめ、発表する力を培 う。

。人  権  : 自 他共に大切にできる人間づくりを目指す。

↓

修 学旅 行 にお ける具体 化  →  次 々ページ [資料 9]

・進  路  : 見 学地でゲス トを招き学習する。

・基礎学力  : 見 学地について、特に歴史的分野 と環境

について学習を深める。

・人  権  : な かまと共に支えあい学びあう。
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進  路

ボランティア

・身近なところで

・疑似体験

・福祉ボランテ ィア

・ゲス トティーチャー

じ

総合学習と修学旅行

自 ら の 進 路 を 見

つめて

・修学旅行

・救命救急

・保育所体験実習

・学校調べ (高校)

人

１
　

年

２
　

年

３
　

年

身 近 な 地

域 に つ い

て調べ る

母

基礎学力

読書

母

生命の車 さ

を考える

暮 ら しを支

えた人々

母

読書

情報

校外学習

(明日香)

母

歴史学習

(地域含む)

読書

(情報)

旅 行地 の歴

史を学ぶ

救命救急

職場体験学習

・職業調べ

・体験先 との折衝

・体験学習

・ゲス トティーチャー

じ
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[資料 9 昨 年度と本年度の目的地]

昨年度の目的地 本年度の目的地 [総合学習 との関連]

1日 目

・富士山 (5合 目、氷穴) 鎌倉班行動 [歴史]

横浜 [歴史]

宿舎で [進路]

2日 目

。国会

・ディズニーランド

お台場 [歴史]

日本科学未来館 [環境]

ディズニーラン ド

3日 目

。お台場

。日本科学未来館

国会 [公民]

(2)と くに 「進路」と修学旅行について ・・口「進路」学習のねらい

<1年  ボ ランティア>

。社会への奉仕の気持ちを深め、それを実践 しようとする態度を培 う。

・社会や人に役立つことの喜びを感 じるとともに、自分が社会の一員 として

役に立ちうる存在であることへの理解を深め、社会において人々との連帯

感を育む。

。さまざまな人とのかかわ りを通 して、見聞や視野を広めるとともに、社会

の一員としての自党をもつようにする。

<2年  職 場体験 >

・将来の職業生活や卒業時の進路選択に備えて、働 く目的や意義について考

える。

・望ましい職業観 ・勤労観を養い、主体的に職業を選択できるようにする。

・職場での勤労体験を通 して、責任感 とけじめのある行動をすることの大切

さ、人と人とのつながりや人と地域 とのつなが りの大切 さを実感 し、今の

自分の学校生活につなげていく。

<2年  「 私のしごと館」見学 >

・職業体験の総まとめとして、さまざまな職業について興味 ・関心を深める。

・自分の将来を見据えて、職業への適性を考える。

<3年 修学旅行 ゲ ス ト・ティーチャー >

・職業に関する学習の一環 として、ホテルの仕事をするなかでの喜び、生きがい

などについてお話を伺い、自らの職業観を養い、進路選択の良きア ドバイスを

いただく。
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第 1学 年 「進路」学習指導計画

はじめに、第 1学 年での進路学習についての計画をあげる。

【1学 期】 ボ ランティア体験学習

○ ボ ランティアって何だろう

① 身 近なことからやってみよう →  校 内や学校周辺の美化活動

【2学 期】 疑 似体験、福祉ボランティア

○ も う少 し広い視野でボランティアについて考えてみよう

① 自 分たちが したい、できるボランティア

○ 疑 似体験

○ 福 祉ボランティア (シルバーケアまほろば、済生会中和病院)

。ボランティア体験計画表

。打ち合わせ

・ボランティア本番

・体験を終えての感想

○ そ の他の地域ボランティア

→ 保 育所、駅、長谷寺、施設 「ぼたんの広場、識字学級」

学校美化、地域美化

【3学 期】 ゲ ス ト・ティーチャー

○ ゲ ス トティーチャー (Nさ んら二人の障害をもつ人)

① ゲ ス トの紹介、質問をまとめる、手話や点字に触れる。

○ メ モを取 りながらゲス トの話を聞く。

① メ モを見ながらまとめのプ リン トを書く。

① ゲ ス トヘのお礼状を書く。

!  ○  ボ ランテ ィアについての班 ごとの意見発表会
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生徒の感想文 (1年 時)

疑似体験の感想 1年

① 水 平な道は自分の力でかんたんに動けたし、自分の向きを変えることもできた

けど、少 しの段差を上がることは一人ではできなかった。階段は
一人ではまったく

通用 しないし、とても不便だと思つた。こんなに不便なんだから、はじめから建物

をつくるときはバ リアフリーにすればいいのに、どうしてこんな不便な作 り方をす

るのか分からなかった。また、最近、悪くな りがちな町のマナーをもつと見直 して

誰もが心地よく暮 らすことのできる社会にするべきだと思つた。

ボランティア体験を終えて (1年 2学 期)

① わ た しのとなりでちぎり絵をしていたおばあさんは、耳がよく聞こえないよう

すで、私はその人と話がしづらく、 30分 ほどした時点であきらめていました。あ

とで看護師さんが 「さっき笛で演奏 してくれたね。 どうでしたか ?」 と聞 くと、お

ばあさんはゆっくりで したが、はっきりと、「すごくよかった。しつか りそろつてい

たなあ」と言つてくれました。すごく嬉 しかつたです。 もつとあきらめずに、話 し

ていればと思いました。

① 訪 間では大きな声ではっきりと話 しているつもりでも、苦話のときなど、大勢

の人に話 しかけるときは、あまり伝わつていないように感 じた。でも、 1対 1で 話

す ときは、意識 して話すと上手く伝わることも多く、会話も弾んだ。行 く前はもつ

とイメージを悪く考えていたが、思ったよりも話 していて楽 しかったし、老人 と話

す と、なんだかやわらかくなれるように思つた。伝えようと思つて話す と、相手の

人も分かつてくれるとい うことが分かった。

ゲス トティーチャー &総 合 「ボランティア」のまとめ (1年 3学 期 )

① 私 は二人がそれぞれたくさん趣味をもつてお られたことがいいなあと思いまし

た。私は、夢中になれることが特にありません。Nさ んが、「何でもチャレンジして

みて」と言つてくださったので、一つでも新 しいことをやってみたいなあと思いま

した。

① お 話から、その人が求めていることを探すのではなく、目の前にあることから

してあげるではなくて、一緒にやろうとい う気持ちをもつてやることが、きつと喜

ばれると思 うし、大切だとい うことも分かつた。又、特別な技術はいらなくて、目

の見えない人が困つていたら声をかけて、一緒に歩いていくだけでもすごく安心さ

れるとい うことを知って、少 し手伝 うだけで、困つている人が安心するとい うこと

が分かつた。
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第 2学 年 「進路」学習指導計画

次に、第 2学 年の進路学習についての計画をあげる。

【1学 期】 職業について       明 日香校外学習 (→別ページ参照)

○ 働 く意義 ・目的。職業選択。

① 自 分を知ろう 『 13歳 のハ ローワーク』から

○ 独 立 ・開店 ・開業 あ なたはどれに向いている ?

○ 職 業分類

○ 職 場体験学習の職場決定について

※ 他 に、  。 推理ゲーム

・VTR『 プロジェク トx』 視聴

【2学 期】 職 場体験学習

① 希 望の職場に申し込みをして了解を得る

(1学 期末～夏休み)

① 職 場へ打合せに行 く (9月 下旬)

① 職 場体験学習当日 (11月 上旬)

① お 礼の手紙を書く

① 体 験のようすを模造紙にまとめる

① 体 験のまとめをパ ソコンで入力する →  一 つの冊子に

○ 冊 子をもとに学年で発表会

○  「 節の 日」の全校集会で発表

【3学 期】 「 私の しごと館」見学

①  「 私の しごと館」とは

① 見 学の内容

・自由見学 (探索、歴史 ・未来、 じぶん発見の各ゾーン)

。職業適性検査 (PC)

・職業データベースの使用 (PC)

ゲス ト・ティーチャー (テーマ :命 )

。産婦人科医をグス トに迎 えて
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生徒の感想文 (2年 時)

職場体験学習のまとめ (2年 2学 期)

(1)感 想 (私の職業観など)

① 大 人になれば自分の夢であった仕事をする人もいるし、自分の夢を実現するた

めに仕事をする人だつている。けれ ど、上手くいくとは限らないし、働き始めたと

きには上手くいつても、いつなにがあるか分からない。仕事をするまでも大変だ し、

仕事をしていても大変なんだと思つた。お金はただでは入つてこない。働 くからこ

そ入つてくる。だから、自分が大人になつたときは苦労することももちろん覚悟 し

て生きていかなければならないと思つた。 (自動車整備工場)

①  l日 目が終わつて、こんなに疲れるものなのかと思つた。幼稚園の先生は楽 し

そ うなイメージがあつたが、どんな仕事にも長所があり、短所があることをあらた

めて感 じた。もちろん、疲れる反面楽 しかつたし、おもしろかつた。 ささいなこと

でも真剣に取 り組む姿は幼稚園児 らしかつたし、楽 しそ うに遊んでいる子 どもは見

ていても飽きなかった。幼稚園の先生からはもちろん、園児から学んだこともあつ

たのは後で考えれば驚きだと思 う。有意義な二 日間だつた。 (幼稚園)

① 勉 強より仕事のほうが楽と思つていたが、はっきりい うと授業中座れているほ

うがすごく幸せに感 じた。ずっと立っているので本当に足が痛かった。商品を整理

してたたんであつても、さつきやったばっか りなのにお客様がさわつたあとではぐ

ちゃぐちゃになっていた。今まで店に行つたときは触ったらそのままにしていたの

で反省 した。 (スーパーマーケット)

① は じめは普通の病棟に行 くのかと思つていました。しか し、医療の病棟で した。

おばあちゃんやお じいちゃんがたくさんいました。行つたす ぐに、担当者の方 と挨

拶をして、仕事に入 りました。はじめはテーブルふきをしました。そのあと、 1階

の リハビリ室へ患者 さんを移送 しました。エ レベーターの中では、はしにつめて乗

らなければなりませんで した。患者 さんは寝たきりの人が多くて、お風呂は寝たま

ま入る人が多かった。お風呂場では、ナース 1人 と介護士さん 2人 がいました。お

風呂はスライ ド式で設備がすごいなあと思いました。医療の仕事は本当に大変です。

でも、私は将来は看護師になりたいと思います。 (病院)

(2)五 ・七 ・五

① 大 変な 商 品整理 が んばるぞ  ①  ふ りむけば に つこり笑つた 女 の子

① こ わいよう 上 からオイルが ふ ってくる

① 足 いたい だ けどこれでも 笑 顔です ○  将 来は 看 護師になって 人 助け

① い よいよだ 商 品出せて う れ しいな
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今年度 1学 期の計画をあげる。

【修学旅行前】 ○ 作 文 「10年 後のわたし」、自分史年表を作る。

① ゲ ス トから話を聞くにあたって司会を決める。

A君 、 B君 の二名

○ 司 会がゲス トヘの質問を考える。

【修学旅行中】 ① ゲ ス トから話を聞く。

。一泊目のホテルで、夕食後に。

・Aさ ん (ソム リエ)、  Bさ ん (総料理長)、

Cさ ん (宿泊課長)、

・多くの質問

【修学旅行後】 ○ ゲ ス トの話をまとめる。

【夏休み前】  ①  救 急救命講習

第 3学 年 1学 期 「進路」学習指導計画
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生徒の感想文 (3年 時)

修学旅行 ゲ ス ト・ティーチヤー 印象に残ったこと

Nさ ん (ソム リエ) Yさ ん (総料理長 ) Aさ ん (宿泊課長 )

① 二 人とも最初 (小さいころ)は 、今の仕事にな りたいと思つていなかつたらし

いし、ちょっとしたことからこの仕事に就きたくなったと言つておられたので、私

もこれから何かや りたい仕事が見つかるかもしれないと思つた。二人の方は自分の

仕事に誇 りを持っているとすごく思った。

① ソ ムリエが何なのか今まで分からなかったけど、Nさ んの話を聞いて少 し興味

がわいた。でも、お客さんと話をするのは大変だなあと思つた。 自分の機嫌が悪い

ときやテンションが低いときも、お客さんに合わせて楽 しくしないといけないので、

その人はしんどいし、疲れそ うだなあと思つた。

① Yさ んの話は分かりやすかった。高級料理をつくる人だから、私たちが食べる

ようなファース トフー ドは食べないのかなあ、と思っていたけど、味の研究 とい う

かヒン トを探すためにいろんなご飯を食べる、と聞いてちょっと意外だつた。あと、

服もデザイン重視だと思つていたけど、火傷 したらす ぐ脱 ぐためになど機能たつポ

リでとてもびつくりした。もし私が大人になって東京に行つたら、もういちどNホ

テルに行ってワインを飲んだりしたいなあ ・・と思った。 どの仕事もとてもや りが

いがありそ うで、やつてみたい !!

鎌倉 (俳句 とその解説)

「大仏が 春 の中俺 と 目 をあわす」

(階段でこけかけた 自分。振 り向 くと大仏 と目があつた。)

「苦労 して ふ と見渡せば 同 じ店」

(地図を見ながら苦労 して歩いていく。ふ と周 りを見れば、さつき通

つた店の前を通つていた。)

①  「 関西弁 む こうの皆さん ご 注 目」

(関西弁でしゃべつていると、どこからともなく視線を感 じて しま う。

道順を尋ねても、相手の人に、にやつかれた気が してならない。標

準語 と接する面白さは体験 したが ・・・。そんなに奇妙ですか ?関

○

○

西弁 つて ??)
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(3)「 歴史」と修学旅行

2年 生で歴史の深い明日香村で校外学習を行つた。修学旅行での鎌倉班別行動を

念頭において、ここでも班別に見学計画を立て、行動 した。また、「総合」歴史とし

て、事前に明日香について調べ学習を行つた。

3年 生では、修学旅行の見学地である鎌倉、横浜、お台場、国会について、次の

「ねらい」に示すように、事前学習を行い、修学旅行に備えた。

① 2年 時 校 外学習のねらい

。初夏の飛鳥路を歩き、自然の豊かさや歴史の回マンを感 じよう。

←  「 総合」歴史のね らい

。班行動をする中で、協調性 ・責任感を養お う。

・公共の場での社会的なマナーを学ぼ う。

① 修 学旅行における 「総合」歴史のね らい

。修学旅行で訪れる見学地は、わが国の歴史においてどのような意味をもつ場所

であつたのかを事前に調べよう。

・事前学習をふまえ、関心をもって活動 しよう。

① 見 学地の歴史についての事前学習

。3年 4～ 5月

・鎌倉、横浜、お台場、国会について調べる。

・個別学習のあと班別学習 ・・・各クラス 4班 ×3=12班

| ・ 発表会
・・・各班が作成 したものを学年で発表する。

歴史の全体像 歴史的景観 活躍 した人物

鎌倉時代全体 (C3) 鎌倉の歴史的景観 (C4) 鎌倉時代の人物 (A4)

江戸時代～明治 (A3 ) 横浜の歴 史的景観 (C2 ) 横浜に関係する人物 (A2)

お台場の歴史的変化 (Al)江戸幕末 (Cl ) 幕末の人物 (B2 )

国会の歴史 (Bl ) 国会の しくみ (B4 ) 国会で活躍した人物 (B3)
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<修 学旅行後のアンケー ト結果>

質問 1.見 学地の歴史についての調べ学習をどう思いますか。

よかつた 82%   ふ つ う6%   よ くなかった 12%

質問 2.ど のようなことで

① よ かったですか。

・見学するだけだったら、あまりよく分からないままに通 り過ぎただろう

と思 う。勉強 してあったので興味を持つて見学 していた。

・調べてまとめるのが楽 しかつた。みんなで 4か 所を調べたので、いろい

ろ知ることができた。

・調べることは 2年 生で習つた歴史が多くて、復習になって、 しかも実際

に見ることができてよかった。

・国会のことはまだ習つていないけど、先に議事堂を見 られてよかつた。

② ふ つ うでしたか。

・鎌倉の班別行動のコースで見学する所を調べたほ うがよかつたと思 う。

③ よ くなかったですか。

・歴史にはあまり興味がないので。

・調べた所を実際に見学 していないのが多かった。

質問 3 歴 史に関する4か 所 (鎌倉、横浜、お台場、国会)を 見学 して、どのよう

な感想をもちましたか。

(鎌倉)

。町並みなどの雰囲気が京都に似ていた。都を置くときに、政治の中心と

い うことで、京都に似せたのかなと思 う。

・古い町並みが残つていて、とても落ち着くところだつた。鶴岡八幡宮を

見ると、静御前のことを思い、少 し悲 しい気持ちになった。

(国会)

。国会議事堂はすごく興味があったので、中に入れてよかったです。中央

玄関の伊藤博文、板垣退助、大隈重信の銅像を見れてよかつた。

・国会議事堂へ入つて、国会の歩んできた道を勉強 していたので、この国

会の場があるのは、当時の人々のおかげなんだと思つた。

。ここで数々の歴史が生まれてきたんだなあと思った。

(お台場)

。今は有名な観光地になつているけど、歴史は古いんだなあと思つた。
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(4)「 環境」と修学旅行

本校では、理科 (必修、選択)を 中心に、環境教育について次のような目標を設

定して実践 している。

環境に対 して、主体的な判断 ・行動ができる姿勢を育てること。

・知識量ではなく 「どうなっているの ?」 とい う疑問をもち、その都度正 しい認識

をもとうとし、自分の生活に生かす力を伸ばす。

。その結果、環境 との関わ りまでが及ぶ積極的な姿勢をもつこと。

。その時、自分たちの将来が絶望的ではなく、自分を守るための学習や活動が地球

環境保護 とリンクしていることを確認する。(循環の認識 。自分は出口であり、入 り

口である。)

本年度は、普段使用 している洗剤などの成分 (化学物質を含む)や その働きにつ

いて調べていくことで、自分たちの健康や環境 との関わ りに気づくような学習内容

を計画 している。また、次のような点に配慮 して実施 している。

【環境への感受性を育成するために】

。自然観察体験を取 り入れる。 (初瀬川の水生生物)

。制作活動を取 り入れる。 (環境 との関係を考慮 した石鹸やクリーナー作 り)

【環境への理解を深めるために】

・映像資料活用とゲームを取 り入れる (洗剤等に含まれる物質についての基礎知

識)

。調査活動を取 り入れる方法 (洗剤等の材料調べ)

。学習の統合化を取 り入れる方法 (上の二つを整理統合)

。地域の人材、教材を取 り入れる方法 (化学物質の実際と水質について)

【環境に積極的に関わるために】

。環境保護に取 り組む方法 (調査 ・体験活動で得た事実や知識をまとめ、周囲に

知 らせる)

。社会 と関わる方法 (上に関わつて、保護者モニターから意見 ・感想を聞く)

修学旅行の中に環境教育を取 り入れることは、見学地の選定や学習内容 との関係

で、充分に行えていない。ただ、日本科学未来館を見学するので、理科の課題 とし

てワークシー トを配布 し、意識的に見学するよう仕向けた。環境に関する展示につ

いての感想 として次のようなものがある。

KAZZは 流線型の大型電気自動車。 8WDで ホイールごとにモーターが搭載 さ

れてお り、その馬力は 590馬 力 とす ごい車である。ナンバープ レー トがついてい

るのでそのまま公道も走れるし、電気 自動車なので排ガスも出ず、環境にもいい。
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4 成果と課題

<成 果>

① 修 学旅行の目的地を変更したことから、全員参加が実現した。

② 修 学旅行を単なる行事としてとらえるのではなく、「学び」の場としてとら

え直す方向ができた。

③ 三 年間を通した進路学習の一環として、修学旅行でもこれを実施すること

によつて、現実の職業人の生き方や職業観に以前に増 して関心を抱くように

なり、自らの進路について深く考える生徒が多くなった。

④ 日 々の授業と修学旅行を連関させることにより、日々の学習意欲を高め、

知識や理解をより深化 ・発展させることができた。また、見学地において関

心や目的意識をもつて行動する修学旅行を実現できた。

<課 題 >

① 修 学旅行を 「学び」の場 として、より充実 していくため、総合的な学習の

あり方を再検討 し、工夫 ・改善する。

② 体 験的学習を取 り入れるようになったため、安全面の観点から、活動場所

などの諸状況を事前に的確に把握すること、安全面での指導を充実させるこ

と、生徒の活動状況をリアルタイムに把握する手立てを工夫することなど、

より徹底する必要がある。
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研 究 発 表

「北海道への修学旅行」

一 地 域の特産物 B南高梅のPR活 動の取り組み ―

和歌山県みなべ町立上南部中学校

教諭  野 田 明
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北海道への修学旅行

― 地域の特産物 ・南高梅のPR活 動の取り組み ―

和歌山県みなべ町立 上 南部中学校

教諭    野 田 明

1 は じめに

学校および地域の概要

みなべ町は、紀伊半島の南西部、和歌山県の海岸線のほぼ中央に位置 し、町の中央を山

地から紀伊水道へと南部川が流れている。昨年10月、旧南部町と旧南部川村の合併により

新しく 「みなべ町」として誕生した。面積は120.26平方キロメー トル、人口14,877人 (平

成17年6月末現在)で 、本校は旧南部川村に校区を置いている。

交通面では、海岸線に沿つた南北方向には国道42

号、JR紀 勢本線が通 り、南部川に沿つた東西方向に

は国道424号が通つている。また、高速道路阪和自動

車道がみなベインターチェンジまで延びたことによ

り、大変交通が便利になつた地域である。

校区のある旧南部川村は南部川水系の豊かな自然

に恵まれた純農村地帯で、第一次産業への就業者割

合が56.3 %と なつてお り、全国平均の5,0%に 比べて

極めて高く、典型的な農林業主体の地域である。そ

して、農家人日の割合 (農家世帯員数■総人口)が 7

9. 5 %を 占め、県下の市町村のうちで最も高い数値を

示している。明治以降、先人たちの偉大な尽力のおかげにより日本一の梅の生産量を誇つ

ている。同時に、それらの梅の加工 ・販売も盛んで、まさに梅を中心とした産業の複合体

として形成されている地域である。また、特産の紀州備長炭も多く生産されている。

平成 12年 10月 1日  国 勢調査より

南部川地区での産業別就業者割合

(産 業別就業者キ全就業者 )

/

みなべ町の位置
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このような恵まれた自然環境の中で育った生徒は、全体的に素朴で真面目な生徒が多い。

学習態度もよく、落ち着いた学校生活を送つている。そして、地域の人々は教育に対する

理解と関心が深く、保護者は学校への協力を惜 しまず、本校教育の推進の大きな支えとな

つている。

本校の生徒数

1年 2年 3年 合  計

男  子 2 8 3 3 3 2 9 3

女  子 2 5 2 7 3 2 8 4

言十 5 3 6 0 6 4 1 7 7

平成 17年 9月 1日

2 地 域に根ざした取り組み

梅を中心とした学習

前述のように、校区をふくめ

て私達の地域では梅 (南高梅と

いう品種)が広く作られていて、

生徒たちの家でも直接梅を生産

している家庭が大変多い。その

ため、本校の教育活動の中に、

地域の特産 「梅」に関連したさ

まざまな取り組みを見いだすこ

とができる。

ふるさと学習

1年 時には、総合的な学習の時間の中で、地域を調べるとい うことを大きなテ
ーマとし

て同じ課題を設定した少人数のグループを編成 し、調べ学習を行つている。章末の (資料

3)は 過去 5年 間に生徒たちが取り組んだものである。これを見ると、その内容は自然 ・

人文 ・地理 ・歴史 ・・・・と多様である。そして、その中の
一つとして、生徒たちは地域

で梅作りが盛んになってきたことや、先駆者の大きな熱意と苦労などについて学んだ。

勤労体験学習

6月 になると梅の実は一斉に収穫の時期となり、地域では
一年中で最も忙 しいときを迎

える。そこで、本校では 6月 を 「梅採 り勤労体験月間」として、家族とともに汗を流すこ

勤労体験学習 ふるさと学習

地域の特産 「梅」

梅のPR活 動
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とで様々なことを学ぶときと位置づけ、部活動よりも優先して次のように取り組んでいる。

◇平日の放課後、また土 ・日曜 日、家庭で子どもたちの労働力が必要な場合、部活動

よりも優先。

◇ 6月 末までの土 ・日曜日にかけて、少なくとも一日は家族 とともに 「勤労体験」を

行 う。

梅採り勤労体験参加率の例 平成 17年

6月 1 8日 (上) 6月 1 9日 (日)

1年 83 0/0 75 %

2年 61 % 63 %

3年 65 % 68 %

学年の生徒数に占める割合

梅林太鼓

2年 時には、総合的な学習の時間の中に太鼓を取り入れ、梅を題材とした紀州梅林太鼓、

若梅フェスタ等の曲目を練習している。2月 、地元の南部梅林には大勢の観光客が訪れる。

そのとき、ア トラクションのひとつとして、梅林内で太鼓演奏を披露 している。

写真

平成 17年 2月 13日
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3 修 学旅行の具体化

北海道ヘ

本校での修学旅行の行き先は、ここ数年は北海道である。北海道の前は東京方面へ行つ

ていたこともあるという。修学旅行へ向けての学校の基本方針を考える時期にアンケー ト

で保護者の声を聞いたり、数社の旅行取扱業者による入札をしていることが、行き先の決

定に関わつて特徴的なことであるう。

今年度、孝L搾りなどの農業体験、小樽でのフィール ドワーク、梅の PR活 動等のねらい

をもつて、 3泊 4日 で北海道への修学旅行を行つた。次に、これに至るまでの経緯をあげ

ておく。

取り組みの時期、ことがら 検討事項など

2年 時 ○保護者アンケー トの実施

①方面の決定

○旅行取扱業者へ依頼

○業者の選定

○学校の基本方針

○アンケー トの分析

○旅行のねらい

○基本計画

○モデルプランの比較 ・検討

○決定の通知 と依頼

3年 時 ○細部打ち合わせ

○修学旅行実施

○体験学習の計画

修学旅行アンケー トの

結果と分析

①ここ数年来実施している

北海道方面への3泊 4日

を第一希望としている害|

合が半数強である。

②そのときに第2希望とし

て東京方面を選択してい

る割合も高い。

修学旅行アンケート結果
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目的と行程

目的

3日 目

4日 目

○見聞や体験を通して、教室だけでは学べないものを学習する。

①大自然の美しさにふれ、豊かな情操を育てる。

○集団行動を通じて協力 し、思いやることの大切さを実感 し、自他の健康安全に留

意し、集回の決まりや公衆道徳を守る力を身につける。

①友情を深め、学年および学級の和をより深める。

目的の具体化

1日 目  農 業体験、札幌見学

2日 目  小 樽フィール ドワーク、梅 PR活 動、

札幌見学

アイヌ民族博物館、

有珠山西山火 口で研修

函館見学

行程

学校===関 西空港 →→)→)→→千歳空港===ハ イジ牧場===羊 ヶ丘===

= = =藻 岩山夜景観光===ホ テル (札幌市)

ホテル===札 幌駅―――小樽駅……・小樽 :フィール ドワーク……・/j樽ヽ駅一――

―――札幌駅 (梅PR活 動)===札 幌市内見学===大 倉山シャンテ===

===サ ッポロファク トリー===ホ テル (札幌市)

ホテル===白 老 :ポロ トコタン===有 珠山 :西山火日見学===昭 和新山===

= = =湯 の川温泉===函 館山夜景観光===ホ テル (函館市)

十一　
　
校

群〓〓
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学習活動の流れ

修学旅行を通して前述の目的を達することとともに、この学習が生徒たちにとって、将

来、大人になって、家族 ・友人などいろいろな関係の中で旅行を計画するときの力になる

ことを期待 したい。修学旅行へは何を目的としていくのか、社会の中での、またお互いの

間でのルールやマナーにはどんなことがあるだろうか、どんな日程で何をするのだろうか

等について、主体的に考えていくことを中心に様々な意見を吸いあげた上で方向付けをお

こなった。 (資 料 5, 6)

4 南 高梅の PR活 動

これは平成 14年 度から旧南部川村の 」Aの 提案に始まつた。今では、 自分たちの町を

代表する特産物 「梅」を修学旅行先で PRす ることは、学校で取 り組んでいる梅 を中心 と

した一連の学習のひとつ と考え、まさに修学旅行を大きな学習の場 と位置づける活動でも

ある。梅干 しパ ック (3粒 入 り)に バンフレッ トを添えて配布するのであるが、知 らない

土地で一般の人たちへ どのように呼びかけるとよいのか とい う大きな課題に対 して、いろ

いろな方法 (役割分担)を 用いて課題解決 していく (成功 させてい く)こ とをね らい とし

た。計画力、行動力、テームワークの発揮 とともに、事を成 し遂げるときの大きな苦労を

知るよい機会 となった。そ して、やがては地元産業の継承 ・発展に通 じることを願いたい。

《動機付け 》

・日本一の梅の産地にある中学校としての期待

・地域への貢献

・先人の努力と苦労

写真

用意 した梅パック

課題設定

PR活 動

解決の方法

計画と準備
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札幌駅での PR活 動のようす 生徒の感想

韓 ょび こみ

PRを 始めるとどん どん人が集まつてきて、

梅をもらつていつて くれた。 自分はアナ ウン

スの係を していて、最初全然声が出ていなく

て恥ずか しがつていたけれ ど、梅を持 ってい

つてくれている人を見たら自然 と声が出た。

どゆ案内の掲示

僕の係は 「数に限 りが ございます。」 と書

かれた紙を高く上げて持つ ことだつた。梅の

PRを しているときは本 当に梅をもらつてく

れ るのかなあと思つていたけど、す ぐにもら

つていつてくれてよかつた。

rf 51換券の配布

おばちゃん達がいっぱいも

初、渡すのに戸惑つたけれ ど、

「ごめんね。」 とか言われ た

つかった。

らつて くれた。最

だんだん慣れた。

りして、結構気 を
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札幌駅での PR活 動のようす 生徒の感想

弓ゆ商品51き替え

「欲しいわぁ。 ど うやったらもらえるの。」

とか言われてうれ しかつた。もちろんその後

は券を配つているところを教えてあげると、

すぐにもらいに行つてくれて、すぐに梅の所

まで来てくれて 「もらってきたからね。」と

か言われて、梅がこんなに人気があるとは思

わなかった。

どい荷物管理

P R活 動の ときに僕は荷物番だつた。だか

ら、感想はそんなにないけれ ど、校長先生が

配 つているときに 「頑張って下 さい。」 とか

言つてくれていま した。 自分に言われていな

いのに、その時は うれ しかつたです。時間は

20分 ぐらいで した。先生は 「かな り早 く終わ

つたなあ。」 と言つていました。

ど浄職持ち

修学旅行でおこなった梅の PR活 動で、僕は

旗を持つ役でした。すごく恥ずか しかつたけれ

ど、学校でいく旅行でしかできない経験ができ

てよかつたと思います。僕たちが宣伝 した人た

ちが梅を注文 してくれたら、すごく嬉 しいと思

います。

- 3 1 -



生徒の感 じたこと

感想を見てみると、梅 PR活 動の前後で大きく気持ちが動いたことがよく分かる。準備

・計画段階か ら実際に活動に入るまでは、恥ずか しいとい う気持ちと、もらつてくれるか

な、なかなかもらつてくれないのではないか、とい う不安がたくさんあった。そ して、札

幌駅で PR活 動を始めると、思いの外、大勢の人が注 目をしてくれたことで、それまでの

不安が うれ しさに変わ り、また、いろいろと言葉を交わす中で、自分たちの活動に心を向

けてくれる人々に対 して感謝の気持ちや心の温もりをより感 じたようである。

生徒達にとって、ふつ うに梅に囲まれて生活を送る中では今まで気がつかないこともあ

つた。 自分たちの郷里は日本一の梅の産地、南高梅のブラン ド、これ らは小 さい頃より知

るところである。それを
一
歩外の世界へ出て、自らの体験活動を通 して外か ら 「梅」 とい

うものを見つめることができ、実体験をともなって獲得することのできたものがある。梅

はこんなにも注 目されるものか、自分たちの活動で地元に貢献できたとい う気持ち、事を

成 し遂げようとするときの勇気や努力、苦労、喜びなどを知ることができたと思 う。
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5 ま とめ

特産物である梅をPRす ること自体を考えると、それは北海道でなければならないという必

然はない。実際、同じ取り組みを旧南部川村内にある他の 2中学校でも、それぞれ東京、沖縄

で今年もおこなった③この場で本校の修学旅行を紹介している中心テーマは、日本一の梅の里

として、中学校で続けているそれに根ざした取り組みが、修学旅行という大きな行事の中にも

生かされていることである。この活動をおこなったことで、次の 3点 を生徒達は感じたようだ。

( 1 )外 から見た 「南高梅」

(2)梅 の PR、 地元への貢献

(3)偉 大な先駆者への思い

(1)に ついて、

梅がどれほど注目される品であるか、人々の反応からつかむことができた。健康によい

食品であることなどは知識 としてよく知っているが、 日常から離れたところで梅に触れ、

みなべ町の梅 とい うものを見つめる機会 となった。

(2)に ついて、

この宣伝 をきっかけに梅を注文 してくれる人が増えるといいな。 このような感想を書き

とめている生徒は多い。 自分たちの活動が少なからず地元に貢献できたとい う手応えを感

じ、それを嬉 しく思つているようである。

(3)に ついて、

みなべ町は、南高梅 とい う優良な品種を栽培 し、また、その加工 ・販売の盛んな地域で

ある。生徒達はそれまでのふるさと学習等を通 し、内中源蔵氏、高田貞楠氏 らの地域の先

駆者達が梅にかけた熱意や努力などをよく学んでいる。ttP  R活 動に取 り組んだことによ

つて、地域の偉大な先駆者達の思いを少 し体験することができたと思 う。

北海道への修学旅行を実施 している学校数は、全体の中ではあまり多くないと聞いてい

る。本校の場合、修学旅行の行き先はすでに述べたように 2年 時からの取 り組みで決定し

ているのだが、今年度の旅行について、その目的設定、また目的の具体化を振 り返ると、

よく達成できたと考えている。修学旅行は大きな行事であるがゆえに、中学校での一連の

学習の中で生徒達にそのねらいとするものを位置づけ、経験を感動とともにつくり上げて

いきたいと思 う。
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本研究発表では本校での梅を中心とした学習のひとつとして、修学旅行での梅 PR活 動を中

心に取り上げた。ところで、梅 PRの 他にも、今回の北海道への修学旅行では、農業体験、フ

ィール ドワーク、アイヌ民族博物館、有珠山西山火日での研修なども目的の具体化として設定

をした。最後にそれらのことについて、生徒の感想とともに、ここで簡単に紹介したい。

農業体験

みなべ町は梅作 りが盛んなので、本校の生徒達にとつて梅に関係する農作業にはなじみ

があるが、北海道で経験したような酪農体験はない。わずかな時間、ひとつの作業ではあ

るが、牛の乳搾 りや子牛の哺乳体験をしたことが′きに残ることを期待 したい。

◆牛はす ごく大きかった !乳搾 りをするとき、周 り

の牛が怖 くてゆっくり乳搾 りができなかつた。

◆山羊の赤ちゃんに ミルクを飲ませた り、牛の ミル

クを搾った りしました。初めて見る牛は とても大

きくてビックリしました。

小樽フィール ドワーク

フィール ドワーク活動は今では多くの学校でおこなわれていることであろうが、私達は

小樽市で実施 した。初めての場所でどんなところを訪れていくかと計画することは、まさ

に将来において自分たちで旅行を計画するときの力となる。連れつて行つてもらうという

〈受動的立場〉から、自らで地理的なこと 。時間的なことなどを目的に応 じて複合的に判

断 していく (能動的立場〉として行動する力が求められる。安全面や生徒管理など考慮す

べき点も多々あるが、フィール ドワークをおこなうことで生徒達の得る経験を重視 した。

◆お昼 ご飯をお寿司屋で食べた。そこのお じいさんがタコの卵をおまけ して くれた。みんなお

い しそ うに食べていたけど、実は私だけ苦手な味だと思つていた。

◆これが一番の楽 しみだつた。博物館で、どっかのおつちゃんに話 しかけられた。そのおつち

ゃんはとても親切だつた。いろいろと説明 してくれて勉強になつた。
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アイヌ民族博物館

社会科での学習からある程度の知識を持つてはいるといつても、ごく狭いものだろう。

それを、北海道への修学旅行を実施 したことにより、アイヌ民族について衣食住をふくめ

た文化を見聞することができた。生徒達にとつては全く新しいものであつただろう。

◆ポロ トコタンではアイヌ民族のことについて学び

ました。魚を干 してあるのにはとてもビックリし

ました。歌や楽器の素晴 らしい演奏を聴きました。

想像 していたアイヌ民族 とは少 し違いました。

◆ムックリの演奏はすごかった。熊 も犬もとてもか

わいかった。ムックリを買つてやってみても上手

くいかなくて苦労 したけど、今はもう、少 し出来

るよ。

有珠山西山火日での研修

和歌山は地質学上、温泉は各地に分布 しているものの火山のない地域である。 したがつ

て、生徒達には火山そのものも全く異質なものであるが、ここ西山火口では現地の方のガ

イ ドによって 2000年 に噴火 したときの火山災害について学ぶことができた。台風、地

震とともに火山の多い日本に暮らす私達にとって、この研修も北海道への修学旅行で得た

貴重なものであっただろう。

◆地面が熱 を持 つていたので熱かつた。 自

然の力はすごいと思った。

◆ 自然の力はす ごく偉大だなあ と思いま し

た。初めて火山を見てびつくりしました。

札幌 ・函館市内観光

今まで見たこともないものを、あるいは写真で知っていたものを、札幌市や函館市の中で

見てきた。スキーのジャンプ台、函館山の夜景はそのスケールも大きく、心に残つたよう

である。

-35-―



◆生まれてきてこんなにきれいな夜景は見たこ

とがなかつた。ほんまにめっちゃ☆キレイ
☆

やつた。

◆言葉に表せないぐらいきれいでした。寒かつ

たけど、感動 しすぎて寒さなんて忘れてしま

いました。

(資 料 1)南 部川村での産業別就業者割合

第 1次 産業  56.3% 50市 町村の うち県 1位     県 平均  10.6%

第 2次 産業  20。 2% 50市 町村の うち県 42位    県 平均  26。 4%

第 3次 産業  23.5% 50市 町村の うち県 50位    県 平均  62.2%

(平成 12年 10月 1日 国 勢調査より)

(資 料 2)南 部川村における農家人日の割合  79.5%  県 1位

県平均 15.0%

(平成 12年 10月 1日 国 勢調査より)

(資 料 3)ふ るさ

・梅料理について
。南部川の自然
・梅の歴史

と学習で 5年 間に生徒たちが取 り組んだテーマ

・驚異の梅肉パワ
ー

。梅林のことについて

。昔から伝わる料理
・地名の由来について
・炭の服
・炭琴
。人口の移り変わり
。上南部小学校統合の理由
・首字の由来について
・淡水魚
・地震
。南部川にすむ生き物
。炭の種類
・村長さんについて

。梅の歴史と有効成分について
。地名について
。南部川ズームイン

・須賀神社の歴史
・昔と今の南部川の違い

・方言の成立

,梅の歴史
。平須賀について
・上南部中学校について
,あなたの知らない須賀神社
・方言について

,梅のつくりかた
。須賀神社と室町時代
。姓について

・地名の由来
。上南部の池
。昔の上南部中学校
・須賀神社について
,昔の遊び

・いろんな梅料理
。今と昔の食べ物
・寺と神社
・備長炭について

,南部川村の昆虫

・梅の生産量はどのくらいあるの

か

。梅と炭
・お寺や神社にまつわること
・備長炭について
・上南部の方言
・福祉センターについて
・上南部の祭り
・地名の由来
・南部川の災害
・南部川村に出上した銅鐸
・平須賀城の秘密
・上南部中学校の歴史
・梅の種類
・須賀神社
・梅の歴史
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(資 料 4)修 学旅行アンケー ト

2年 生保護者各位 平成 16年 7月 5日

上南部中学校

修学旅行アンケー トについて

梅雨の候、皆様方にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は本校教育に対しまして、ご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、3年 生の修学旅行が無事終わり、 2年 生としても修学旅行の取

り組みについて検討をはじめるべき時期になつて参りました。来年度に

向けても保護者の皆様や生徒達の意見を取り入れながら、学校として修

学旅行の行き先等を決定していきたい

つきましては

ます。

なお、本アン

らい及び行き先

おりますので、

ますよう重ねて

〔今後の予

7月

◆ ねらい及び行き先について

① 平 和学習を盛り込んだ沖縄方面への修学旅行    (2泊 3日 )

②     〃     北 九州 (長崎)方 面への修学旅行 (2泊 3日 )

③ 首 都機能を学ぶ東京方面への修学旅行       (2泊 3日 )

④ 雄 大な自然に触れる北海道方面への修学旅行    (27白 3日 )

⑤      ′ ′         〃             (3泊 4日 )

(参考資料)

1.費用 生徒数の違いや行き先等により、一人あたりの金額に違いが生じてきます。

75, 747円  (北 海道方面、 3泊 4日 )

昨年度   82, 384円  (北 海道方面、3泊 4日 )

平成14年度 84, 830円  (北 海道方面、3泊 4日 )

平成13年度  79, 432円  (北 海道方面、3泊 4日 )

平成12年度  79, 000円  (北 海道方面、3泊 4日 )

平成11年度 66,000円  (東 京方面、2泊 3日 、片道飛行機)

2.本年度修学旅行についての3年生の意見(アンケート結果より)

白老 ポロトコタン  ア イヌの人々の文化、伝統に少 しでも触れる

ことができた。

ハイジ牧場 乳 搾 り体験、家畜飼育体験のほかに遊具施設もあり、

生徒も楽しめた。
・… …… …… …… き… り… と… り… 線… …… …… …… …・

上の①～⑤でお答え下さい。

第 1希 望 第 2希 望

保護者氏名
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(資 料 5)修 学旅行に関する事前学習 1とおもな意見       ◎ は多数意見

中学生の 「修学旅行の目的」とは何ですか。

◎いろんなことを勉強する。     ・ 北海道の人の特徴をさがす。    こ とを体験する。

◎北海道の有名な場所などを見  ◎ 団体行動ができるようにする。  ・ 方言を知る。

てくる。            ・ 北海道のおいしいものを食べ  。 梅の宣伝をしたい。

◎みんなで一緒に楽しく旅行す  る 。              ◎ 和歌出と違うところを探す。

る。              ◎ 北海道の文化を学ぶ。      ・ 北海道の広い自然を見る。

◎みんなと仲良くなる。       ◎ 初めてのことに挑戦する。     ・ 牛を見る。

◎いい思い出を作る。       ・ 北海道の有名な人物について  ・ 買い物する。

◎北海道の歴史とかを楽しみな  の 歴史を調べる。         ・ 熊を見たい。

がら学ぶ。           。 視野を広げる。
・大きい建物を見てみたい。     ◎ 和歌山では体験できないような

修学旅行前に知っておきたいことは何ですか。

◎どこへ行くか。          ◎ 持っていくものは何か。      。 どんなカバンで行くのか。

◎そこへ行つて何をするのか。    ・ 土産物はどこで買えるか。     ・ 和歌山と比べて気温はどうか。

◎どんなものが有名か。      ・ 北海道にはどれくらいの町があ  。その地域の特色。

◎どこに何があるか。        る か。             ・ 方言
・飛行機の知識。         ◎ いつ行くのか。         ・ 旅行先の天気。

◎お金はどのくらい必要か。     ◎ どんな所に泊まるのか。      ,も しものときの避難場所。

◎乗り物にどれくらい乗るか。    ・ 北海道の地理。         ・ 一緒に行動するメンバー。

修学旅行前に知っておくべきことにはどんなことがあると思いますか。

◎どこへ行くか。          ◎ 地理的な位置。         。 どんなところで買い物をするか。

◎そこへ行つて何をするのか。    ・ どんな建物や場所があるか。    ・ 危険なところ。

◎持つていくもの。        ・ 服装。             ・ 先生の携帯番号。

◎行動するグループ。       ・ どうやっていくか。        ・ 注意や禁止事項。
・宿泊場所。部屋。        ,ど のくらいの時間で行けるか。   ・ 飛行機内でのこと。
・迷つたときどうするか。       ◎ どのくらいのお金が必要か。    。 北海道はどんなところか。

◎毎日のスケジュール。      。 和歌山と比べて気温はどうか。

◎いつ行くのか。         ◎ 集合時間と集合場所。

(資 料 6)修 学旅行に関する事前学習 2とおもな意見        ◎ は多数意見

修学旅行において気をつけておくべきマナーやルールについて、自分なりの考えを書い

て下さい。

◎持ち物の確認をする。      ・ 前日は早めに寝る。        ・ 睡眠を十分にとつておく。

◎健康管理。           ・ 体で悪いところがあつたら治して  ・旅行の目的を理解しておく。
・持っていく物は早めに入れてお  お く。

く。              ◎ 予定を確かめる。
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旅行中、飛行機 。バス内で気をつけておくべきこと

◎騒がない。           ・ 飛行機の中では静かにする。    ・ 忘れ物をしない。
・ゴミを出さない。          。 身だしなみをきちんとする。     ・ 外の景色を見ておく。

◎他人に迷惑をかけない。     ・ 降りるときに挨拶をする。

◎マナー、ルールを守る。      ・ 窓から顔や手を出さない。

旅行中、見学先で気をつけておくべきこと

◎ガイドさんの話をよく聞く。     ◎ 他人に迷惑をかけない。     ・ 挨拶をする。
。よく見る。            ・ 騒がない。            ・ 時間を守る。
・不思議に思つたことはメモしてお  ◎ 一人で行動しない。団体行動  ・先生の話をきちんと聞く。

く。                  を とる。

◎物を壊さない。          。 身だしなみをきちんとする。

旅行中、ホテル内で気をつけておくべきこと

◎他の人に迷惑をかけない。    ◎ 消灯時間を守る。        ・ 身だしなみをきちんとする。
・物を壊さない。          ・ 他の人に挨拶をする。       ・ 行儀よくする。

◎騒がない。廊下を走らない。    ・ 楽しむ。
・ゴミを散らかさない。       ・ 食事を残さない。

帰宅後に気をつけておくべきこと (帰宅後に何をしておくべきか)

・不思議に思つたことを調べる。  ◎ 物を片付ける。整理する。     ・ 洗濯物の洗濯をする。

◎振り返つてまとめておく。     ◎ 早く寝る。疲れをとる。
・いくら使つたかを計算する。     ・ 家族にいろいろと話をする。

その他

団体行動ですから、人間関係で気をつけておくべきことを書いてみて下さい。

◎仲間外れにしない。       ・ みんなの意見を聞く。       。 友達に気を配る。助け合う。

◎自分勝手な行動をしない。    ◎ 仲良くする。           ・ 約束を守る。
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(資 料 7)梅 PR活 動についての生徒感想文

PR活 動をして、本当に和歌山の梅をもらつてくれ

る人がいるんだろうかと思つていたが、PRを 始めると

どんどん人が集まってきて、梅をもらつていつてくれ

た。自分はアナウンスの係をしていて、最初全然声

が出ていなくて恥ずかしがつていたけれど、梅を持つ

ていってくれている人を見たら自然と声が出た。そし

て、たくさんあった梅がわずか20分ぐらいで全部なく

なつた。自分が住んでいる町の町おこしになつたから

うれしかつた。引換券をたくさんの人が持つていつた

けど、だいたいの人が笑顔で持つていつてくれたから

うれしかった。北海道は寒いけど、北海道の人たち

の心は温かかった。

おばちゃん達がいっぱいもらつてくれた。最初、渡

すのに戸惑つたけれど、だんだん慣れた。「ごめん

ね。」とか言われたりして、結構気をつかつた。PR活

動をしたことによって、たくさんの人に梅を知ってもら

えていたらいいなと思う。これから、梅の注文などが

増えたらうれしいなあ。最初は緊張したけど、時間が

たつにつれて楽しく思つた。また機会があればPRし

たいなあと思つた。

始める前は時間がかかりそうと思つていたけど、配

り始めてから何分かかつたかは分からないが、早く南

高梅を配れてよかったと思う。梅をもらってくれた人

の中には話しかけてくれた人もいた。例えば「ありが

とう。」とか、いろいろ話しかけてくれた。和歌山県出

身の人もいた。北海道の人は梅が好きな人が多いの

かな。北海道の人は南高梅のことを知っていたんだ

な。そういえば、コンピニにも南高梅と書かれたおに

ぎりがあつた。梅をもらってくれた人にありがとうとい

いたいな。

PR活 動のときに僕は荷物番だつた。だから、感想

はそんなにないけれど、校長先生が配っているとき

に「頑張つて下さい。」とか言つてくれていました。自

分に言われていないのに、その時はうれしかったで

す。時間は20分ぐらいでした。先生は「かなり早く終

わったなあ。」と言つていました。PR活 動をする前

は、「こんなにたくさんあるのにもらってくれるのかな」

と思つていたし、「恥ずかしいな」とも思つていました。

しかし、いざやってみると、向こうにいた皆さんは気

軽に声をかけてくれました。「これはどこでもらえるん

かなあ。」とか「頑張つて下さいね。」とか言われまし

た。全然恥ずかしくありませんでした。PR活 動をやつ

て本当によかったと思いました。

配つていると、おばあさん達が「がんばってよ。」
「頂きます。」と言つてくれた。知らない人だけど親切

でとても温かかつた。この活動をしていることで、誰か

が喜んでくれていると自分もうれしくなつた。最初は、

もらってくれる人おるんか ?と 思つていたけど、人が

いつぱい寄つてきて、結構みんな梅を持つて帰つてい

ってくれた。時間もかなりかかると思つていたけど、そ

んなにかからなかつた。やっぱり学年全員でやると早

く終わる。これはかなりいいことだ。梅をもらってくれ

た北海道の人たちが、それを気に入ってくれたらいい

なあと思つた。そして、みなべ町がもっと有名になつ

たらいいと思う。

南高梅をPRす る前は梅なんかもらつてくれる人が

いるのかなと思つていた。でも、配り始めるとたくさん

の人がもらってくれ、自分からもらいに来る人までい

た。梅つてこんなにも人気があるのかと、僕は思つ

た。僕は梅があまり好きでないから、とても驚いた。

南高梅のPRを して、PR活 動をすることはとても大変

なことだと分かつたし、南高梅を北海道の人々に知つ

てもらってよかったと思う。このPR活 動でみなべ町の

町おこしに少しでも貢献できてよかつたと思つた。

始めは、札幌のすごく広い駅で梅配りをすること

は、すごく恥ずかしくていやだと思つていました。本当

に思つていたよりも人が多くて都会みたいだつた。や

り始めると、なぜかすごくみんなが寄つてきてくれて、

構をもらってくれたからすごくうれしかつた。私の所

や、近くへ寄つてきてくれたおばあさんが、「どこから

来たの。」とか、「頑張りなさいねえ。」とか、たくさん

声をかけてきてくれたので、本当にうれしかったで

す。梅をもらってくれない人もいたけど、中には2つ 目

をもらっている人もいました。このとき、私はこの梅が

こんなに人気のあることを初めて知りました。もう、配

つているときは恥ずかしさなんて忘れてしまっていた

し、梅をもらってくれることにすごく喜びをもつていた。

私達は、みなべ町でお、つうに梅に囲まれて過ごして

いるけど、この梅は実は本当にすごいものだと知つ

た。

「いりませんか。」と聞くと「ほしい。」と言うてくれる

人がほとんどだった。すぐになくなつたから友達のも

手伝いに行つた。「ありがとう。」と言つてくれてうれし

かつた。もつと梅を持つてきといた方がいいと思いま

した。最初、もらつてくれないと思つてたけど、もらって

くれてよかった。小樽で話しかけてくれた人も欲しい

と言つていたので、小樽駅でもPR活 動したかつた。

北海道の人が和歌山に遊びに来てほしいと思いまし

た。
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(資 料 8)地 方新聞に掲載されたもの
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参 考  資

近畿地区中学校修学旅行研究大会のあゆみ



近畿地区中学校修学旅行研究大会のあゆ
(回数の○印は全国研究大会を兼ねる)

年月/会場 主題 ・発表 。講演 主催 ・後援 ・協賛

①

日召不日

59. 7. 6

大阪市教育

青年センター

主題 「今後の修学旅行 ・自然教室 ・野外

活動を考える」

発表 ・山城 真 (兵庫県西宮市立

塩瀬中学校教諭)
「日常の教育活動を生かした本校の

校外学習」

講演 高 橋哲夫

(文部省初等中等教育局教科調査官)
「学校教育の今日的課題と修学旅行
・自然教室」

主催 関 東 。東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 文 部省、滋賀県 ・京都府 ・

大阪府 ・奈良県 ・

和歌山県各教育委員会

協賛 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

②

日召示口

61.1 1 , 1 4

兵 庫  県
私 学 会 館

主題 「集団宿泊指導の積み重ねによる

修学旅行」

発表 ・坂東鐵二 (兵庫県西宮市立

甲陵中学校教諭)
「1年生からの校外学習の積み重ねに

よる修学旅行」
・雨宮  章 (京都府長岡京市立

長岡第四中学校教諭)
「生徒の自主的 ・実践的態度を育てる

修学旅行 ・野外活動」

講演 高 橋哲夫

(文部省初等中等教育局教科調査官)
「特別活動の充実と今後の修学旅行

のあり方」

主催 関 東 ・東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 文 部省 ・滋賀県 ・京都府 ・大阪府 ・

兵庫県 ・奈良県 ・和歌山県各教育委

員会

協賛 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

つ
θ

平成

1. 1. 20

京 都  市

アバ ンテ ィ
ー

・ホール

主題 「生徒の自主性を生かす修学旅行」

発表 ・松宮 功 (京都府長岡京市立

長岡第三中学校教諭)
「生徒が自主的、意欲的にとりくむ

修学旅行」
―自分たちで考え、守る

ルール アンドマナー ー

・栗原重和 (滋賀県高月町立

高月中学校教諭)
「生徒の自発性を促す修学旅行」
一学級活動、班を取り入れて一

講演 北 條直樹

(全修協大阪事務局修学旅行部長)
「修学旅行の基本問題と今日的課題」

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 京 都府教育委員会

京都市教育委員会

大阪府教育委員会

奈良県教育委員会

滋賀県教育委員会

和歌山県教育委員会

協賛 関 東 ・東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

④

平成

1.12.1

府

館△ム

阪

育

大

教

主題 「特色のある修学旅行生徒の自主性

を生かして」

発表 ・荻野南子 (兵庫県西宮市立

深津中学校教諭)
「生徒たちの創意工夫を生かした修

学旅行」
一リーダーの育成と班別由行動一

・林 一 幸 (大阪府富田林市立

第二中学校教諭)
「集団作りの中の修学旅行。自主性

の創造をめざして」

講演 高 橋哲夫

(文部省初等中等教育局教科調査官)
「個性を生かす教育と修学旅行」

主催 関 東 。東海 ,近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 文 部省、大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

京都府教育委員会

奈良県教育委員会

滋賀県教育委員会

和歌山県教育委員会

大阪市教育委員会

協賛 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会
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年月日/会場 主題 。発表 ・講演 主催 ・後援 ・協賛

質
υ

平成

2. 12.3

奈 良  県

春 日 野 荘

主題 「生徒の自ら学ぶ意欲を高め、創意

を生かす修学旅行」

発表 。東 康 彦 (和歌山県和歌山市立

伏虎中学校教諭)
「創意ある班別自主活動を取り入れた

旅行」
― 都内散策活動を通して一

・南 昌 克 (奈良県大和高田市立

高田中学校教諭)
「自ら学び行動する生徒の育成をめ

ざす修学旅行」
一生徒の主体的活動を通して一

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 奈 良県教育委員会

和歌山県教育委員会

滋賀県教育委員会

京都府教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈 良市教育委員会

協賛 関 東 。東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

食
Ｕ

平成

3.11.12

県

荘賀
錬
滋

鳴

主題  「これからの修学旅行の自主活動と

教師の関わり」

発表 。地村 卓 (滋賀県大津市立

日吉中学校教諭)
「3年間を通 した主体性を考える

修学旅行」
・大木義文 (京都府長岡京市立

長岡第三中学校教諭)

「修学旅行を成功させるための学年

代議員 を中心 とした取 りみ」

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 滋賀県教育委員会

京都府教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈良県教育委員会

和歌山県教育委員会

大津市教育委員会

協賛 関 東 ・東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

②

平成

4. 11. 27

神戸市総合

教育センター

主題 「視野を広げ、心豊かな人間性を

育成する修学旅行」

発表 。脇坂健一郎 (大阪府美原町立

美原西中学校教諭)
「よく食べ、よく学び、よく遊ぼう」
・平位 隆 明 (兵庫県姫路市立

東光中学校教諭)
「,いの豊かさを求める修学旅行」

講演 鹿 鳴研之助

(文部省初等中等教育局教科調査官)
「特別活動における修学旅行の意義」

主催 関 東 ・東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

財団法人 全国修学旅行研究協会

後援 文 部省、兵庫県教育委員会

大阪府教育委員会

京都府教育委員会

奈良県教育委員会

滋賀県教育委員会

和歌山県教育委員会

神戸市教育委員会

協賛

近畿地区公立中学校修学旅行委員会

０
０

平成

5, 11.19

和 歌 山 県

紀 の国会館

主題 「視野を広げ、自ら学ぶ意欲を高め、

心豊かな人間性を育成する修学旅行」

発表 ・藤田辰男 (奈良県三郷町立

三郷中学校教諭)
「自ら学び・主体的に創造する修学旅行」
一一日班別自主活動を通して 一

'天野 久 (和歌山県かつらぎ町立

妙寺中学校教諭)
「班別活動を生かした仲間づくり」
一 自主自立をめざして一

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全国修学旅行研究協会

後援 和 歌山県教育委員会

奈良県教育委員会

京都府教育委員会

滋賀県教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

和歌山市教育委員会

協賛 関 東 ・東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会
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年月日/会場 主題 ・発表 。講演 主催 ・後援 ・協賛

平成

7. 1. 20

帥巾帥

京

長

中

主題 「視野を広げ、自ら学ぶ意欲を高め、

心豊かな人間性を育成する修学旅

イ予」

発表 ・草野圭夫 (滋賀県大津市立

南郷中学校教諭)
「生徒一人ひとりが体験活動を通し

て、喜びと感動を実感できる修学

旅行をめざして」
・小畠恒夫 (京都府亀岡市立

南桑中学校教諭)
「最上級生としての自党を促す修学

旅行の取り組み」

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全国修学旅行研究協会

後援 京 都府教育委員会

滋賀県教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈良県教育委員会

和歌山県教育委員会

長岡京市教育委員会

向 日市教育委員会

大山崎町教育委員会

協賛 関 東 。東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

①

平成

7. 11. 28

府

館・阪卒毒

大

教

主題 「体験を重視し、自ら学ぶ意欲を

高め、心に残る修学旅行を求めて」

発表 。中山 宏 、伝刀永一

(大阪府河内長野市立

長野中学校教諭)
「生徒の主体性を重んじた修学旅行の

創造」
・江口直宏 (兵庫県川西市立

東谷中学校教諭)
「修学旅行を通して自治 ・学習 ・友情

を高める」

講演 鹿 鳴研之助 (文部省初等中等教育局

教科調査官)
「修学旅行における体験学習」

主催 関 東 。東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 文 部省、都道府県教育長協議会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈良県教育委員会

和歌山県教育委員会

滋賀県教育委員会

京都府教育委員会

大阪市教育委員会

協賛 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

平成

8. 11.22

県

荘

良

野日

奈

春

主題 「体験を重視し、自ら学ぶ意欲を

高め、心に残る修学旅行を求めて」

発表 ・岩崎 篤 (和歌山県美山村立

愛徳中学校長)
「学ぶ喜びを求めて」
・佐藤政幸 (奈良県大和高田市立

片塩中学校教諭)
「大規模校における修学旅行実施に

伴う班別活動の導入について」

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 奈 良県教育委員会

和歌山県教育委員会

滋賀県教育委員会

京都府教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈 良市教育委員会

協賛 関 東 ・東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

12

平成

9. 12.5

滋 賀  県

大津市生涯

学習センター

主題 「体験を重視し、生きる力を育成

する修学旅行」

発表 ・吉川祥子

(京都府長岡京市立

長岡第二中学校教諭)
「個に応じた体験学習を取り入れ

た修学旅行」
・浦谷政行 (滋賀県大津市立

粟津中学校教諭)
「ぐるつと20併自ら計画する修学

旅行を求めて」

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 滋 賀県教育委員会

京都府教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈良県教育委員会

和歌山県教育委員会

大津市教育委員会

協賛 関 東 ・東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会
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年月日/会場 主題 ・発表 ・講演 主催 ・後援 ・協賛

①

平成

10.11.20

兵 庫  県

西 宮  市
フレンテホール

主題 「体験を重視し、生きる力を育成する

修学旅行」

発表 ・寺田孝志 (大阪府堺市立

浜寺南中学校教諭)
「生徒の自主性を生かす修学旅行」
―実行委員会活動を中心に一

・鶴山実紀子 (兵庫県西宮市立

山口中学校教諭)
「ウォークラリーから始めた修学旅

行班別行動の試み」

講演 成 田国英 東 京家政学院大学教授

(元文部省教科調査官)
「教育課程の改訂と修学旅行」

主催 関 東 。東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 文 部省

都道府県教育長協議会

兵庫県教育委員会

大阪府教育委員会

和歌山県教育委員会

奈良県教育委員会

京都府教育委員会

滋賀県教育委員会

西宮市教育委員会

全国中学校長会

協賛 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

14

平成
11. 11. 22

和 歌 山 県

アバローム

紀  の  国

主題 「体験を重視し、生きる力を育成する

修学旅行」

発表 ・山本 剛 (奈良県工條市立

五篠中学校教諭)
「生徒の自主性を育む修学旅行の在

り方」
一奈良県における修学旅行と課題―

・松本茂和 (和歌出県田辺市立

上秋津中学校教諭)
「生徒の主体性を生かす修学旅行」
一実行委員会活動を中心に一

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 和 歌山県教育委員会

奈良県教育委員会

京都府教育委員会

滋賀県教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

和歌山市教育委員会

協賛 関 東 。東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

質
υ

平成

12. 1 2 .  1 4

京 都  府

長岡京市立

中央公民館

市民ホール

主題 「体験を重視し、生きる力を育成する

修学旅行」

発表 ・清水貴博 (滋賀県彦根市立

彦根中学校教諭)
「生きる力につなぐ修学旅行の取り

組み」
・岩佐好正 (京都府伊根町立

本庄中学校教諭)
「地元でできない体験から学ぶ修学

旅行を目指して」

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 京 都府教育委員会

滋賀県教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈良県教育委員会

和歌山県教育委員会

長岡京市教育委員会

日向市教育委員会

大山崎町教育委員会

協賛 関 東 。東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

①

平成

13. 11. 22

大 阪  府

たかつ

ガーデン

主題 「体験的学習を通して生きる力を育成

する修学旅行」

発表 。中村勝成 田 中 繁

(大阪府松原市立

松原第二中学校教諭)
「総合的な学習にリンクさせた修学

旅行」

・岡田みどり (兵庫県伊丹市立

東中学校教諭)
「自立をめざす三年間をみすえた

学校行事つくり」

講演 森 鳴昭伸 (文部科学省初等中等教育

局教育課程課教科調査官)
「学校教育の転換と修学旅行」

主催 関 東 ・東海 。近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 文 部科学省

全日本中学校長会

都道府県教育長協議会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

奈良県教育委員会

和歌山県教育委員会

京都府教育委員会

協賛 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会
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年月日/会場 主題 ・発表 ・講演 主催 ・後援 ・協賛

７
′

平成

14.11. 15

奈 良 県

春 日野 荘

主題 「みんなで創ろう21世紀の修学旅行」

発表 ・中村恭輔 ・中鳴昭夫

(奈良県奈良市立

春日中学校教諭)
「学び、育てよう

"沖
縄のこころ

‖
」

一 総合的な学習を通して一

・二本松芳彦

(和歌山県日高郡

南部川村立清川中学校教諭)
「(平和 ・交流 ,自然)体 験旅行」

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人  全 国修学旅行研究協会

後援 奈 良県教育委員会

滋賀県教育委員会

京都府教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

和歌山県教育委員会

奈良市教育委員会

協賛 関 東 。東海 ・近幾三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

18

平成

15, 11 .14

滋 賀 県

大津市

生涯学習

センター

主題「みんなで創ろう21世紀の修学旅行」

発表 ・小島照代

(京都府福知山市立

南陵中学校教諭)
「九州への修学旅行」
一姉妹都市、島原 との交流を通 して―

・橘 香 洋

(滋賀県守山市立守山北中学校

教諭)
「世界自然遺産の島 ・屋久島への旅」
一生徒が育つ修学旅行―

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 滋 賀県教育委員会

京都府教育委員会

奈良県教育委員会

大阪府教育委員会

兵庫県教育委員会

和歌山県教育委員会

大津市教育委員会

協賛 関 東 。東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会

19

平成

16. 1 1 .  1 8

兵庫 県

西宮市

プレラ

にしのみや

主題 「みんなで創ろう21世紀の修学旅行」

発表 ・安田昭彦

(大阪府美原町立美原中学校教諭)
「沖縄への修学旅行」
一平和学習を基盤 とした

修学旅行の取 り組み一

・志水和司

(兵庫県安富町立安富中学校教諭)
「北海道への修学旅行」
―総合的な学習 (福祉)を 深める一

主催 近 畿地区公立中学校修学旅行委員会

財団法人 全 国修学旅行研究協会

後援 兵 庫県教育委員会

大阪府教育委員会

京都府教育委員会

滋賀県教育委員会

奈良県教育委員会

和歌山県教育委員会

西宮市教育委員会

協賛 関 東 。東海 ・近畿三地区公立中学校

修学旅行連合委員会
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